
 
看護部長,副看護部長、看護師長,副看護師長、主任等各位 

看護記録（看護過程）を指導するための看護管理者セミナー 
管理者にとって，看護記録は悩みの１つにあげられています。その理由としては，「立ち入り調査」や「適

時調査」等で指導されたり，看護チーム内で患者情報の共有がうまくいかなかったり，さらには地域包括

ケアシステムにおいて，看護師が書いた記録が他職種に伝わらないことがあったりすることなどです。 

日本看護協会の看護業務基準では「看護記録は看護実践の一連の過程を記録したものである」と言っ

ています。つまり看護記録を見れば患者にどのような看護をしたかががわかるはずです。ところが看護記

録を見ても，患者の看護の実際が見えてこないことがあります。看護記録を考えることは，現在行われて

いる看護過程を見直すことになります。このセミナーでは，管理者の視点で，看護師が書く「看護記録」の

目的から，看護記録がどのようになったらよいのか，さらに看護師に何をどのように指導したらよいのか

を学びます。 

研修内容 

１．はじめに～看護記録の学習の前に～ 

・看護師は看護実践者 ・看護過程は患者の問題を解決する過程  

・看護の質を保証するための取り組み 

２．施設基準を満たす「看護記録」 

・看護記録とは ・看護記録の目的 

・記録に関する法令上の規定 ・医療法／診療報酬入院基本料 等 

・看護記録の種類 ・看護記録の記載内容  

３．看護過程を指導する看護師育成 

・なぜ『今』看護診断か？ 

・部署内で指導できる看護師を育てる 

  ①継続教育の目的 ②教育方法 ③ＯＪＴ ④教育評価 

・指導者として看護過程展開能力を鍛える 

１）アセスメントに必要なスキル 

  ①臨床技術 ②論理的思考 ③クリティカルシンキング 

  ④問題解決技法 ⑤診断過程 ⑥日常看護における臨床判断 

２）アセスメントに必要な知識の活用：一部復習：対象理解のための知識 

  ①理論の活用 ②発達段階における身体的精神的社会的な状態 

③家族の理解 ④日常的な健康管理：ゴードンの機能的健康パタ

ーン⑤健康障害（病態生理）／治療・検査による生活への影響 

  ⑥倫理：患者の権利 

３）アセスメントから診断へ 

４）実践するための看護計画 

  ①評価でき達成可能な目標 ②実践可能な計画 

５）結果を出す看護実践／評価 

６）看護記録；経過記録（ＰＯＳによる記録） 

・看護過程が根付くチームを創る 

開催概要 

●日程 
1日目 ６月１６日（土） 
   １０:００～１６:００ 
2日目 ６月１７日（日） 
   １０:００～１３:００ 
●受講料 ２４,０００円（税込） 
●会場 

お茶の水ケアサービス学院  
東京都千代田区岩本町 1-10-3  
JR 神田駅 徒歩 10分 

●対象 
看護部長，副看護部長，看護師
長，副看護師長，主任等看護記録
について勉強をされたい看護師 
●申込方法 
ファックスでのお申込になりま
す。下記の申込書式を記入の上、
ファックスを送信願います。受付
後確認のファックスを致します。 
●支払方法 
受講案内を送付の後、お振り込み
をお願い致します。 
●主催 コメディカルアカデミー 
●募集・運営代行 

お茶の水ケアサービス学院 
TEL03-3863-4000 
FAX03-3863-4006 

講師：得丸尊子（とくまる・たかこ） 有限会社ナーシングサポートセンターすばる代表 

大分医科大学（現大分大学）医学部附属病院副看護部長 4 年、看護部長 6 年勤務。2006 年より、現職。 

 

お名前 

ﾌﾘｶﾞﾅ 役  職  

 
病院名  

住 所 

 
（〒    －      ）    （ 病院 ・ 自宅  ） 

T E L  F A X  
※お申し込み後（申込日を１日目とします）、7 日目以降のキャンセルについては、お振込前でも受講料半額のキャンセ

ル料がかかります。また、申込日に拘らず 6/2 以降のキャンセルについては、受講料全額のキャンセル料がかかりますの

でご注意ください。※キャンセルのご連絡がない場合は、キャンセル扱いにはなりませんのでご注意ください。 

   


